
第
一
章 

豊
前
地
域
の
祭
り
の
概
要 

 
は
じ
め
に 

福
岡
県
の
東
部
に
位
置
す
る
豊
前
市
は
人
口
二
九
〇
〇
〇
人
余
り
の
田
園
都
市
で
あ

る
。
市
域
は
一
一
一
．
一
七
㎢
に
及
び
、
全
体
の
約
七
割
を
山
林
が
占
め
、
佐
井
川
流
域

に
開
析
さ
れ
た
扇
状
地
は
古
代
よ
り
本
地
域
の
中
心
を
な
し
て
い
る
。
そ
の
地
勢
は
北
を

周
防
灘
に
面
し
、
南
に
は
標
高
一
一
三
〇
．
八
ｍ
の
犬
ヶ
岳
を
中
心
と
し
た
山
並
み
を
抱

え
る
。
東
は
一
級
河
川
で
あ
る
山
国
川
を
挟
ん
で
中
津
平
野
が
開
け
、
西
は
英
彦
山
山
系

か
ら
延
び
る
舌
状
の
山
稜
に
よ
り
旧
築
城
郡
と
画
さ
れ
て
い
る
。 

こ
う
し
た
地
形
上
の
特
徴
か
ら
、
そ
の
文
化
圏
は
山
国
川
流
域
を
中
心
に
築
上
郡
東
部

と
大
分
県
中
津
市
の
旧
中
津
市
、
旧
三
光
村
を
含
む
エ
リ
ア
で
集
約
さ
れ
る
と
言
っ
て
も

過
言
で
は
な
い
。
神
楽
の
形
態
、
神
社
で
行
わ
れ
る
神
幸
祭
や
そ
の
祭
礼
に
登
場
す
る
傘

鉾
や
祇
園
の
山
車
な
ど
、
共
通
点
は
驚
く
ほ
ど
多
い
。
こ
こ
で
は
こ
う
し
た
祭
り
に
つ
い

て
概
観
し
、
そ
の
特
徴
を
明
ら
か
に
す
る
。 

 

一
、
祭
の
種
類 

今
回
の
調
査
に
当
た
っ
て
そ
の
対
象
と
す
る
祭
に
つ
い
て
は
所
謂
伝
統
芸
能
と
し
て

の
祭
り
と
、
地
域
で
伝
承
さ
れ
て
き
た
神
事
を
中
心
と
し
た
祭
礼
に
よ
る
も
の
が
考
え
ら

れ
た
。
所
謂
祭
り
と
い
う
も
の
を
全
て
の
信
仰
に
基
づ
く
儀
礼
行
為
と
し
た
場
合
、
そ
の

範
囲
は
も
っ
と
広
範
に
な
る
と
考
え
ら
れ
、
さ
ら
に
、
本
来
、
民
俗
学
的
な
調
査
と
し
て

実
施
す
る
場
合
は
こ
れ
ら
全
て
の
祭
り
に
つ
い
て
悉
皆
調
査
を
実
施
す
べ
き
で
あ
る
。
し

か
し
、
今
回
は
時
間
的
な
制
約
か
ら
そ
う
し
た
方
法
を
執
る
こ
と
が
出
来
な
か
っ
た
た
め
、

神
楽
や
楽
打
ち
と
い
っ
た
伝
統
芸
能
、
神
幸
祭
な
ど
神
社
に
伴
う
祭
礼
、
さ
ら
に
豊
前
市

内
に
残
さ
れ
る
様
々
な
儀
礼
の
三
つ
に
大
別
し
て
調
査
を
行
っ
た
。
以
下
、
そ
の
概
要
に

つ
い
て
述
べ
る
。 

 

二
、
民
俗
芸
能 

①
神
楽 

神
楽
は
一
般
的
に
豊
前
岩
戸
神
楽
と
称
さ
れ
る
も
の
で
、
か
つ
て
は
八
団
体
（
沓
川
神

楽
、
畑
神
楽
は
現
在
活
動
を
し
て
い
な
い
）
が
確
認
さ
れ
て
い
る
が
、
現
在
は
六
団
体
に

よ
っ
て
継
承
さ
れ
て
い
る
。
神
社
の
祭
礼
な
ど
で
春
の
奉
納
も
見
ら
れ
る
が
、
基
本
的
に

は
収
穫
を
感
謝
す
る
秋
神
楽
で
あ
り
、
九
月
〜
一
二
月
に
か
け
て
市
内
の
五
〇
箇
所
前
後

の
神
社
で
奉
納
さ
れ
る
。
そ
の
起
源
は
明
確
で
は
な
い
が
、
神
楽
の
様
子
が
記
録
に
現
わ

れ
る
の
は
縁
起
な
ど
を
除
け
ば
近
世
以
降
で
あ
る
。
も
ち
ろ
ん
そ
れ
以
前
か
ら
社
家
に
よ 

り
祈
祷
を
中
心
と
し
た
芸
態
が
伝
承
さ
れ
て
い
た
こ
と
は
容
易
に
想
像
が
で
き
、
明
治
三

年
（
一
八
七
〇
）
に
「
神
職
演
舞
禁
止
令
」
が
出
さ
れ
た
こ
と
に
よ
り
氏
子
へ
と
伝
承
さ

れ
た
。
そ
の
特
徴
は
豊
前
岩
戸
神
楽
三
十
三
番
と
形
容
さ
れ
る
が
、
実
は
三
十
三
番
は
後

に
当
て
は
め
ら
れ
た
数
字
と
考
え
ら
れ
、
当
初
か
ら
三
十
三
番
の
演
目
が
あ
っ
た
わ
け
で

は
な
い
と
考
え
ら
れ
る
。
そ
れ
を
傍
証
す
る
資
料
と
し
て
宝
暦
一
二
年
（
一
七
六
二
）
と

推
定
さ
れ
る
「
御
祈
祷
御
祓
岩
戸
神
楽
次
第
」
（
長
谷
川
家
文
書
）
に
は
二
四
番
の
演
目

が
記
さ
れ
、
そ
の
内
容
は
現
在
の
演
目
よ
り
シ
ン
プ
ル
な
も
の
と
な
っ
て
い
る
。
一
方
、

「
神
坂
神
楽
入
用
目
録
御
公
儀
ニ
書
出
シ
候
扣
帳
」
に
は
綱
切
神
楽
と
い
う
三
六
番
神
楽

の
こ
と
が
記
さ
れ
て
お
り
、
詳
し
い
演
目
は
不
明
な
が
ら
夕
方
四
時
か
ら
翌
朝
の
八
時
ま

で
一
六
時
間
に
も
及
ぶ
神
楽
が
存
在
し
た
こ
と
を
示
し
て
い
る
。
ま
た
大
富
神
社
文
書
に

残
さ
れ
る
寛
政
三
年
（
一
七
九
一
）
の
「
宝
剱
治
国
神
楽
番
組
」
に
は
さ
ら
に
多
く
の
演

目
が
見
ら
れ
、
現
在
の
演
目
に
は
見
ら
れ
な
い
様
々
な
番
組
を
知
る
こ
と
が
で
き
る
。
こ

う
し
た
里
神
楽
成
立
以
前
の
社
家
神
楽
の
時
代
に
は
何
ら
か
の
理
由
に
よ
る
番
組
の
改

変
が
幾
度
と
な
く
行
な
わ
れ
た
と
考
え
ら
れ
、
古
く
か
ら
の
芸
態
が
不
変
の
も
の
と
し
て

伝
え
ら
れ
た
も
の
で
は
な
い
こ
と
が
知
ら
れ
る
。
そ
の
理
由
と
し
て
は
社
家
を
取
り
巻
く

社
会
情
勢
の
変
化
、
例
え
ば
中
世
に
お
い
て
は
両
部
神
道
の
隆
盛
と
修
験
道
文
化
の
影
響

が
、
ま
た
、
近
世
に
お
い
て
は
寛
政
五
年
（
一
六
六
五
）
に
出
さ
れ
た
「
諸
社
禰
宜
神
主

等
法
度
」
に
よ
る
吉
田
神
道
の
台
頭
と
、
そ
れ
に
伴
う
神
道
の
密
教
的
要
素
の
排
除
な
ど

が
考
え
ら
れ
る
。 

さ
て
、
現
在
の
神
楽
演
目
は
式
神
楽
、
奉
納
神
楽
に
区
別
さ
れ
そ
れ
ぞ
れ
の
団
体
で
芸

態
や
演
目
に
若
干
の
差
異
は
あ
る
も
の
の
、
本
来
同
じ
流
れ
の
中
で
伝
承
さ
れ
た
芸
能
と

考
え
ら
れ
る
。
そ
れ
は
、
前
出
の
近
世
資
料
に
記
さ
れ
る
社
家
の
名
称
か
ら
も
明
ら
か
で
、

大
富
神
社
の
清
原
家
、
長
谷
川
家
、
石
清
水
八
幡
神
社
の
矢
幡
家
、
嘯
吹
八
幡
神
社
の
初

山
家
、
角
田
八
幡
神
社
の
矢
幡
家
、
高
瀬
村
の
高
橋
家
な
ど
の
社
家
一
七
〜
一
九
名
ほ
ど

が
合
同
で
神
楽
の
執
行
を
行
な
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
本
地
域
に
伝
え
ら
れ
る
神
楽
の
芸

態
は
本
来
同
一
の
も
の
と
い
え
る
。
式
神
楽
は
所
謂
採
物
神
楽
で
あ
る
祓
い
を
主
体
と
し

た
も
の
で
、
直
面
の
二
人
舞
や
四
人
舞
を
中
心
と
し
、
神
招
ぎ
の
役
割
を
果
た
し
て
い
る
。

「
岩
戸
」
は
こ
の
式
神
楽
に
含
め
ら
れ
る
が
、
構
成
と
し
て
は
奉
納
神
楽
終
了
後
に
最
後

の
演
目
と
し
て
舞
わ
れ
る
（
三
毛
門
神
楽
講
を
除
く
）
。
式
神
楽
前
半
が
終
了
し
た
後
に

奉
納
神
楽
と
呼
ば
れ
る
様
々
な
演
目
が
演
じ
ら
れ
る
が
、
こ
れ
は
鎮
魂
の
神
わ
ざ
と
で
も

言
う
べ
き
も
の
で
、
そ
の
名
の
通
り
氏
子
か
ら
の
奉
納
で
演
じ
ら
れ
る
。
こ
う
し
た
シ
ス

テ
ム
は
豊
前
に
特
有
な
も
の
で
、
中
世
の
頃
に
は
祈
祷
と
し
て
の
性
格
が
強
か
っ
た
神
楽

の
慣
わ
し
が
形
を
変
え
て
伝
承
さ
れ
て
い
る
の
か
も
し
れ
な
い
。
し
た
が
っ
て
、
地
域
に

よ
っ
て
は
奉
納
さ
れ
な
い
演
目
も
あ
り
、
特
に
湯
立
神
楽
は
奉
納
さ
れ
る
場
所
が
限
ら
れ

て
い
る
。 



 

 1 求菩提山のお田植祭 

 2 岩屋神楽講                                                                             10 

 3 山内神楽講                                                 7,11           26         15                

 4 黒土神楽講                                                                   20          14 

 5 三毛門神楽講                                                                                     5,21 

 6 大村神楽講                                                            6,8,9 

 7 中村神楽保存会                                                           19 

 8 山田の感応楽                                          23 

 9 大富神社の神幸祭（八屋祇園） 

10 宇島祇園                                        22,23                                    4,13 

11 角田八幡神社春季神幸祭                                                       

12 清原神事                                                                         16 

13 石清水八幡神社春季神幸祭                                                           17 

14 足切神社春季神幸祭                                                             

15 沓川神社春季神幸祭                                                          3,25  18 

16 貴船（永久）神社春季神幸祭                                                           

17 宗像（薬師寺）神社春季神幸祭                                           12 

18 貴船（狭間）神社春季神幸祭                         2   27   24 

19 須佐（鳥越）神社春季神幸祭                          

20 菅原神社神幸祭 

21 春日神社春季神幸祭 

22 水神社春季神幸祭           1 

23 畑のどんど焼き 

24 山人（やまんど）走り 

25 山人（やまと）走り 

26 厳島神社百手祭 

27 花祭り（岩屋） 

第1図 豊前市内の主な祭りの奉納場所 



山車 神輿 傘鉾 その他

1 厳 島 神 社 百 手 祭厳島神社氏子 市指定 3月第1週 ○

2 求 菩 提 山 の お 田 植 祭お田植祭保存会 県指定 3月29日 ○

3 清 原 神 事嘯吹八幡神社 4月第2土日 ○ ○

4 大富神社の神幸祭 （ 八屋祇園 ）大富神社氏子 県指定
4月30日、
5月1日

○ ○ ○

5 山 田 の 感 応 楽山田感応楽保存会 県指定
4月30日、
5月1日

○

6 宇島祇園（宇島神社春季神幸祭）宇島祇園保存会 市指定 5月3～5日 ○ ○ ○

7 角田八幡神社春季神幸祭（豊前楽）角田八幡神社氏子 市指定 5月第3土日 ○ ○ ○

8 石 清 水 八 幡 神 社 春 季 例 大 祭石清水八幡神社氏子 5月3日 ○ ○

9 足 切 神 社 神 幸 祭足切神社氏子 4月15日 ○ ○

10 畑 神 幸 祭 （ 春 季 例 大 祭 ）水神社氏子 4月23日 ○ ○

11 沓川祇園（沓川神社春季例大祭）沓川神社氏子 5月5日 ○ ○

12 春 の 神 幸 祭 （ 三 毛 門 祇 園 ）春日神社氏子 4月23日 ○ ○

13 貴 船 神 社 春 祭貴船（永久）神社氏子 4月16日 ○

14 須 佐 神 社 八 朔 の 節 句 祭須佐（鳥越）神社氏子 9月3日 ○ ○

15 宗 像 神 社 春 祭宗像神社氏子 5月14日 ○

16 貴 船 神 社 の 神 幸 祭貴船（挟間）神社氏子 5月13日 ○

17 菅 原 神 社 神 幸 祭菅原神社氏子 10月25日 ○

岩屋神楽講 県指定 秋 ○

山内神楽講 県指定 秋 ○

黒土神楽講 県指定 秋 ○

三毛門神楽講 県指定 秋 ○

大村神楽講 県指定 秋 ○

中村神楽保存会 県指定 秋 ○

19 山 人 （ や ま と ） 走 り嘯吹八幡神社氏子 11月27日 ○

20 山 人 （ や ま ん ど ） 走 り日吉神社氏子 ○

21 畑 の ど ん ど 焼 き畑どんど焼き保存会 市指定 2月14日 ○

団　　体　　名 指定区分 期　日
祭　具

豊 前 市 の 岩 戸 神 楽18

第１表　豊前市内の主な祭り

Ｎｏ 祭　　　の　　　名　　　称

○　現在使われている
△　以前は使われていた

期日は平成18年度の実施日です
神楽の奉納は10月～12月上旬が多いようで
す



そ
の
演
目
は
別
表
に
示
す
と
お
り
で
あ
る
が
、
豊
前
市
の
神
楽
で
特
徴
的
な
演
目
と
し
て

は
「
駈
仙
（
御
先
）
神
楽
」
と
「
湯
立
神
楽
」
を
挙
げ
る
こ
と
が
で
き
る
。
「
駈
仙
（
御

先
）
神
楽
」
は
出
雲
神
話
の
天
孫
降
臨
を
表
し
た
も
の
と
い
わ
れ
、
式
神
楽
に
含
め
ら
れ

る
「
式
駈
仙
神
楽
」
と
奉
納
神
楽
に
あ
る
「
駈
仙
神
楽
」
の
二
種
類
が
あ
る
。
内
容
と
し

て
は
特
に
相
違
点
は
な
い
が
、
奉
納
神
楽
の
そ
れ
は
短
縮
バ
ー
ジ
ョ
ン
と
で
も
言
う
べ
き

も
の
で
、
神
社
に
よ
っ
て
は
一
晩
に
一
〇
回
、
二
〇
回
と
奉
納
さ
れ
る
人
気
の
演
目
で
あ

る
。
さ
ら
に
奉
納
神
楽
に
は
「
綱
駈
仙
神
楽
」
「
乱
駈
仙
神
楽
」
な
ど
の
駈
仙
を
冠
す
る

演
目
も
あ
り
、
中
で
も
「
神
迎
え
」
は
天
孫
降
臨
の
オ
ー
ル
ス
タ
ー
キ
ャ
ス
ト
と
で
も
言

う
べ
き
内
容
で
あ
る
。
最
近
で
は
こ
の
駈
仙
神
を
中
世
両
部
神
道
の
教
本
で
あ
る
「
中
臣

祓
訓
解
」
に
示
さ
れ
る
第
六
天
魔
王
と
天
照
大
神
と
の
説
話
に
そ
の
原
形
を
求
め
る
説
も

あ
り
興
味
深
い
。
い
ず
れ
も
天
地
開
闢
を
物
語
る
が
、
駈
仙
神
楽
に
見
る
駈
仙
鬼
と
幣
方

と
が
争
う
よ
う
な
シ
ー
ン
は
天
孫
降
臨
の
粗
筋
に
は
無
く
、
一
方
の
「
中
臣
祓
訓
解
」
に

は
同
じ
よ
う
な
筋
書
き
な
が
ら
第
六
天
魔
王
が
天
照
大
神
に
戦
い
を
挑
む
様
子
が
描
か

れ
て
い
て
、
神
楽
の
演
劇
化
が
平
安
時
代
末
か
ら
中
世
に
か
け
て
進
め
ら
れ
た
と
す
れ
ば
、

こ
う
し
た
物
語
が
そ
の
モ
チ
ー
フ
に
な
っ
た
可
能
性
を
示
唆
し
た
も
の
で
あ
る
。 

さ
て
、
今
ひ
と
つ
の
特
徴
的
な
演
目
と
し
て
「
湯
立
神
楽
」
が
あ
る
が
、
一
般
に
湯
立

神
楽
は
東
北
の
霜
月
神
楽
や
奥
三
河
の
花
祭
な
ど
を
そ
の
代
表
的
な
も
の
と
し
、
煮
え
た

ぎ
る
神
聖
な
る
「
湯
」
を
浴
び
る
こ
と
に
よ
り
そ
の
霊
験
を
得
よ
う
と
す
る
も
の
で
あ
る
。

し
か
し
、
豊
前
地
域
で
行
な
わ
れ
る
湯
立
神
楽
は
駈
仙
神
楽
に
よ
る
天
と
地
の
交
合
を
基

本
と
し
、
こ
れ
に
陰
陽
道
に
よ
る
五
行
の
輪
廻
と
豊
前
修
験
道
の
最
大
の
祭
礼
で
あ
る

「
松
会
」
の
所
作
が
融
合
し
た
独
特
の
内
容
を
も
つ
。
そ
の
芸
態
は
極
め
て
祈
祷
の
色
合

い
が
強
い
も
の
で
、
高
さ
一
〇
ｍ
近
い
斎
鉾
（
ゆ
ぼ
こ
）
に
駈
仙
鬼
が
上
る
様
は
松
会
行

事
の
幣
切
神
事
を
彷
彿
と
さ
せ
、
湯
釜
に
全
国
か
ら
八
百
万
の
神
を
勧
請
し
た
後
に
火
鎮

と
称
し
て
行
わ
れ
る
渡
り
は
山
伏
の
護
摩
修
行
そ
の
も
の
で
あ
る
。
そ
の
成
立
過
程
に
求

菩
提
の
修
験
者
が
係
っ
た
こ
と
は
容
易
に
想
像
が
つ
き
、
事
実
、
慶
長
八
年
（
一
六
〇
三
）

の
「
神
楽
大
事
」
と
称
す
る
文
書
（
長
谷
川
文
書
）
に
は
行
光
坊
な
る
求
菩
提
山
の
山
伏

が
社
家
に
秘
法
伝
授
し
た
こ
と
が
記
さ
れ
て
い
る
。 

こ
の
よ
う
に
豊
前
市
内
に
伝
え
ら
れ
る
神
楽
の
演
目
を
見
る
と
、
江
戸
時
代
か
ら
の
伝

統
的
な
部
分
を
残
し
な
が
ら
、
明
治
以
降
の
里
神
楽
へ
の
変
遷
の
中
で
か
な
り
の
改
変
が

見
ら
れ
る
。
特
に
一
八
世
紀
中
ご
ろ
で
は
式
神
楽
と
奉
納
神
楽
の
区
別
は
無
い
よ
う
で
、

現
在
言
う
奉
納
神
楽
の
演
目
が
見
ら
れ
る
の
は
一
九
世
紀
以
降
と
考
え
ら
れ
、
明
治
以
降

さ
ら
に
改
変
を
経
て
現
在
に
伝
え
ら
れ
て
い
る
。 

   

                                   

駈仙神楽(岩屋) 

綱駈仙神楽(三毛門) 

神迎神楽(黒土) 

乱駈仙神楽(山内) 



宝暦12（1762） 寛政3（1791） 明治23年 昭和23年 昭和60年（岩屋） 平成6年（山内）
長谷川文書 宝剱治国神楽 築上支部神楽規則 鑑賞のしおり 福岡県の民俗芸能

小太刀
長刀
○○○○
駈仙神楽
待囃
寒水神楽
小太刀
長刀
虫迎神楽
待囃
○○○楽

御祓 御祓 大祓祝詞 奉幣 大祝詞
大禮 大神舞
勧請奉幣 奉幣

御神拝
詔刀
引入柴
初礼音取

壱番神楽 一番神楽 一番神楽 一番神楽 大麻舞 一番神楽 壱番神楽
手総神楽 手総神楽 餅まき神楽

二人手総神楽 花神楽 花神楽 大潮舞 花神楽
掛手総神楽 米まき神楽
伏魔狩神楽 駈仙（御先）神楽

花神楽 三神神楽 一人手笹神楽 手房神楽 手草舞 笹神楽 手笹神楽
美引神楽 四手神楽

三神神楽 花神楽 夜駈仙神楽 駈仙 式御先神楽 駈仙
駈仙神楽 姫神楽

神前御祓
御前神楽
太平楽神楽
神屋神楽
八面神楽
祝詞

地割神楽 地割神楽 地割 地割神楽 正吾 弓正護神楽 弓正護
神宣 弓吾 弓正号神楽 地割 地割神楽 地割

宝満神楽 宝満神楽 神送り
八乙女神楽 幣正護神楽
仮殿御祓

幣征護神楽 幣征護神楽
弓征護神楽 弓征護神楽

地堅
地堅駈仙

御先神楽 三神 三神神楽 神迎
夜中駈仙 三神神楽 盆舞 四人剣神楽 大蛇退治
二人手笹 綱御先神楽 四人剣 二人剣神楽 綱駈仙
乱駈仙 乱御先神楽 剣舞 剣神楽 本地割
花傘神楽 四人剣神楽 二人手草 盆神楽 四人剣
綱駈仙 一人剣神楽 乱駈仙 綱御先神楽 乱駈仙
剣神楽 四人姫神楽 掛手草 二人手草 三神
三鈴 宝満 乱御先神楽 剣
山田大蛇 大蛇退治 地堅神楽 盆
三神神楽 本地割 本地割神楽 御先
夜明駈仙 蛇退治 美々久 神迎神楽 二人手笹

神迎 神迎 大蛇退治
正遷官神楽 五穀成就 柴入神楽
三十三番神楽 五大神 天之安河原の集い

綱駈仙
早神神楽 湯の御先神楽 湯立 湯立神髄神楽 湯立
大臣神楽 米舞神楽 鎮火祭 湯御先神楽
神飼神楽 本湯立神楽 火鎭神楽
祝詞
綱征護神楽
詔刀
綱口神楽
綱祭文
綱駈仙神楽
御祓
綱切
御祓

思兼命 岩戸前 岩戸前 岩戸開き 岩戸開き 岩戸
太玉命 ※22～33番 ※12番 思兼命 思兼命舞
素戔雄尊 伊斯許理度賣命 八重垣之命舞
八重垣神 式と奉納の区別は無い 布刀玉命 布刀玉命舞
四方鬼 兒屋命 天児屋根之命舞
保古 天宇受賣命 玉祖之命舞
鈿女命 手力男命 天之鈿女之命舞
児屋根命 手力男之命舞
戸取太力雄命

於中川　変穢清浄祓・悉皆成就祓

於神前　一切成就祓　神官一同

詔刀
神送り 神送
注連揚 蔵入
蔵入 注連揚
退下 退下

神楽組合番組表

第２表　時代ごとの神楽演目の変遷



 
                                  

②
楽
打
ち 

楽
打
ち
は
か
つ
て
市
内
で
盛
ん
に
行
わ
れ
て
い
た
が
、
現
在
は
二
箇
所
で
伝
承
さ
れ
る

の
み
で
、
そ
の
多
く
は
失
わ
れ
て
し
ま
っ
た
。
本
来
、
楽
打
ち
は
田
楽
の
一
種
と
し
て
始

め
ら
れ
た
も
の
で
、
太
鼓
を
中
心
と
し
た
も
の
で
あ
る
こ
と
か
ら
田
楽
の
語
源
と
考
え
る

向
き
も
あ
り
、
多
く
は
雨
乞
い
を
祈
願
す
る
農
耕
儀
礼
で
あ
っ
た
と
い
う
。
今
も
伝
承
さ

れ
る
の
は
「
山
田
の
感
応
楽
」（
大
富
神
社
）
と
「
豊
前
楽
」（
角
田
八
幡
神
社
）
で
、
前

者
が
天
地
感
応
楽
と
も
呼
ば
れ
大
ぶ
り
の
締
太
鼓
を
胸
前
に
抱
え
円
陣
を
組
ん
で
勇
壮

に
舞
い
上
げ
る
の
に
対
し
て
、
後
者
は
や
や
小
ぶ
り
の
締
太
鼓
を
用
い
直
線
的
な
陣
形
で

交
差
し
な
が
ら
リ
ズ
ミ
カ
ル
に
舞
い
上
げ
る 

特
徴
を
も
っ
て
い
る
。
こ
う
し
た
芸
態
の
違 

い
は
結
果
と
し
て
本
地
域
に
伝
承
さ
れ
た
楽 

打
ち
の
二
つ
の
類
型
を
現
し
て
い
て
、
そ
れ 

は
演
じ
る
者
と
そ
の
起
源
の
違
い
で
あ
ろ
う 

か
。
「
豊
前
市
史
」
に
よ
れ
ば
こ
の
他
に
公
富 

楽(

赤
熊 

足
切
神
社
）
、
久
路
土
楽(

黒
土 

 

石
清
水
八
幡
神
社
）
、
天
狗
拍
子(

挟
間
）
、
清 

明
楽(

篠
瀬 

貴
船
神
社)

な
ど
が
知
ら
れ
る
が
、 

こ
れ
ら
の
楽
打
ち
は
す
で
に
見
る
こ
と
は
出
来 

な
い
。 

                

湯立神楽の斎庭(山内) 

湯立神楽の斎庭神座の棚(山内) 

湯立神楽 湯釜ヒトガタ(大村) 

湯立神楽 一宮記(大村) 

天狗拍子 清明楽 

公富楽 



三
、
祭
礼 

①
神
幸
祭 

さ
て
、
次
に
豊
前
の
一
般
的
な
祭
り
で
あ
る
神
幸
祭
（
祇
園
）
に
つ
い
て
見
て
お
き
た

い
。
今
回
調
査
を
し
た
祭
礼
は
一
四
箇
所
で
、
そ
の
名
称
は
祇
園
と
呼
ば
れ
る
も
の
、
神

幸
祭
と
称
す
る
も
の
が
混
在
し
て
い
た
。
そ
の
理
由
は
判
然
と
し
な
い
が
多
く
は
春
季
神

幸
祭
と
称
し
四
〜
五
月
に
執
行
さ
れ
る
も
の
で
あ
る
。
祇
園
と
称
さ
れ
る
も
の
は
本
来
疫

病
封
じ
の
夏
の
都
市
型
祭
礼
で
あ
り
、
京
都
の
八
坂
神
社
の
祇
園
祭
に
起
源
を
も
つ
と
さ

れ
る
。
本
地
域
で
も
も
と
も
と
六
月
や
七
月
に
行
な
わ
れ
て
い
た
も
の
が
、
社
会
情
勢
の

変
化
や
旧
暦
か
ら
新
暦
に
変
わ
っ
た
明
治
時
代
以
降
、
春
に
行
な
わ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た

と
考
え
ら
れ
る
。
た
だ
、
肝
心
の
祇
園
社
を
勧
請
し
た
地
区
は
ほ
と
ん
ど
無
く
、
近
世
以

降
、
「
祇
園
」
と
い
う
言
葉
だ
け
が
一
人
歩
き
し
た
感
が
否
め
な
い
。
そ
の
中
で
も
特
筆

さ
れ
る
の
は
「
大
富
神
社
の
春
季
神
幸
祭
」
で
、
そ
の
内
容
は
神
幸
行
列
と
楽
打
ち
で
あ

る
「
山
田
の
感
応
楽
」（
隔
年
奉
納
）
、
そ
し
て
八
屋
祇
園
を
含
む
と
い
う
本
地
域
の
祭
礼

と
民
俗
芸
能
を
全
て
含
む
よ
う
な
複
合
的
な
内
容
と
な
っ
て
い
る
。
こ
う
し
た
構
成
は

「
角
田
八
幡
神
社
の
春
季
神
幸
祭
」
に
も
見
ら
れ
、
神
幸
行
列
に
「
豊
前
楽
」
（
隔
年
奉

納
）
、
そ
し
て
か
つ
て
は
「
松
江
祇
園
」
が
組
み
合
わ
さ
れ
て
い
た
。
ま
た
、
楽
打
ち
は

無
い
も
の
の
宇
島
祇
園
の
そ
れ
も
「
宇
島
神
社
の
春
季
神
幸
祭
」
に
含
ま
れ
、
本
地
域
特

有
の
複
合
的
な
都
市
型
祭
礼
と
な
っ
て
い
る
。
こ
う
し
た
あ
り
方
は
そ
の
祭
礼
を
支
え
る

氏
子
の
負
担
軽
減
と
、
祭
礼
の
合
理
化
の
結
果
と
も
考
え
ら
れ
る
。 

              
 

 

                 

一
方
、
「
清
原
神
事
」
（
山
内 

嘯
吹
八
幡
神
社
）
、
「
石
清
水
八
幡
神
社
神
幸
祭
」
（
黒

土
）
、「
足
切
神
社
春
季
神
幸
祭
」（
赤
熊
）
、「
沓
川
祇
園
」（
沓
川
神
社
）
、「
春
日
神
社
春

季
神
幸
祭
（
三
毛
門
祇
園
）
」
（
三
毛
門
）
、
「
畑
神
幸
祭
」
（
水
神
社
）
の
よ
う
に
御
神
輿

と
傘
鉾
と
い
う
組
み
合
わ
せ
で
、
本
来
の
神
幸
祭
と
い
う
祭
礼
の
原
形
を
今
に
伝
え
る
祭

も
あ
る
（
但
し
、
畑
で
は
か
つ
て
祇
園
車
が
存
在
し
、
今
で
も
地
元
で
は
「
畑
祇
園
」
と

称
す
る
）
。
神
幸
行
列
は
神
社
成
立
以
前
に
祭
神
が
来
臨
し
た
場
所
、
す
な
わ
ち
御
旅
所

へ
巡
行
し
そ
れ
を
神
社
に
迎
え
る
祭
儀
が
そ
の
原
形
と
も
言
わ
れ
る
が
、
本
地
域
の
例
と

し
て
は
全
て
が
こ
う
し
た
形
態
で
は
な
い
。
し
か
し
、
祭
神
を
神
輿
に
遷
し
氏
子
域
を
巡

行
す
る
こ
と
で
祭
礼
と
し
て
の
神
幸
祭
は
地
域
の
信
仰
を
維
持
し
て
き
た
と
考
え
ら
れ

る
。
と
こ
ろ
で
、
本
地
域
の
神
幸
行
列
に
特
徴
的
な
傘
鉾
は
実
は
極
め
て
限
ら
れ
た
地
域

に
存
在
す
る
祭
礼
の
道
具
と
い
え
る
。
そ
の
分
布
は
管
見
す
る
限
り
で
は
現
在
の
豊
前
・

築
上
を
北
限
に
南
は
大
分
県
の
宇
佐
市
長
洲
辺
り
ま
で
で
、
旧
豊
前
国
南
部
の
周
防
灘
沿

岸
に
限
ら
れ
る
。
そ
の
構
造
は
丁
度
太
鼓
が
収
ま
る
程
の
立
方
体
の
枠
を
持
つ
本
体
に
野

点
に
用
い
る
大
ぶ
り
の
和
傘
を
立
て
た
も
の
で
、
和
傘
の
廻
り
は
刺
繍
な
ど
を
施
し
た
幕

を
下
げ
る
。
か
つ
て
は
こ
の
刺
繍
で
そ
の
豪
華
さ
を
競
っ
た
と
考
え
ら
れ
、
古
い
も
の
は

江
戸
時
代
の
作
と
伝
え
ら
れ
る
。
そ
し
て
本
体
に
は
彫
刻
な
ど
を
施
し
、
担
ぎ
棒
を
差
し

込
ん
で
行
列
に
付
き
添
い
御
囃
子
を
担
当
す
る
が
、
現
在
は
そ
の
ほ
と
ん
ど
が
台
車
に
の

せ
ら
れ
て
い
て
担
ぐ
こ
と
は
な
い
。
そ
の
原
形
は
明
ら
か
に
京
都
祇
園
に
見
る
傘
鉾
で
あ

大富神社神幸祭（昭和４０年代） 

宇島祇園（昭和３０年代） 

清原神事 

石清水八幡神社神幸祭 



る
が
、
こ
う
し
た
構
造
は
他
に
例
を
見
な
い
。
つ
い
で
に
言
え
ば
、
神
幸
行
列
の
メ
イ
ン

で
あ
る
神
輿
も
今
で
は
専
用
の
台
車
に
載
せ
ら
れ
る
こ
と
が
多
く
、
氏
子
が
こ
れ
を
引
く

よ
う
に
な
っ
て
い
る
。
そ
の
台
車
も
周
辺
地
域
に
は
あ
ま
り
見
ら
れ
な
い
形
式
で
、
自
動

車
の
シ
ャ
ー
シ
を
ベ
ー
ス
に
タ
イ
ヤ
を
つ
け
、
周
囲
を
彫
刻
付
の
枠
で
偽
装
し
て
お
り
、

あ
る
意
味
現
代
的
な
祭
礼
の
改
変
と
も
言
え
る
。 

                 

さ
て
、
こ
う
し
た
神
輿
に
傘
鉾
を
組
み
合
わ
せ
た
神
幸
行
列
が
一
般
的
な
組
み
合
わ
せ

で
あ
る
の
に
対
し
て
、
神
輿
を
中
心
と
し
た
祭
礼
も
散
見
さ
れ
る
。
そ
う
し
た
地
域
で
は

傘
鉾
は
存
在
せ
ず
、
お
囃
子
は
も
と
も
と
太
鼓
を
担
い
で
横
笛
、
鉦
は
歩
い
て
行
列
に
付

き
添
っ
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
が
、
現
在
で
は
屋
台
の
よ
う
な
工
夫
を
し
た
り
し
て
や
は

り
作
業
の
軽
減
を
図
っ
て
い
る
。
こ
の
他
に
も
儀
礼
と
し
て
の
神
幸
は
そ
れ
ぞ
れ
の
神
社

に
存
在
し
た
と
考
え
ら
れ
る
が
、
今
回
は
調
査
の
時
間
的
な
制
約
か
ら
神
輿
な
ど
出
し
物

が
あ
る
も
の
に
限
定
し
た
。 

 

②
祇
園 

こ
こ
で
祇
園
に
つ
い
て
若
干
そ
の
内
容
に
触
れ
て
お
き
た
い
。
現
在
豊
前
に
残
さ
れ
る

祇
園
の
形
式
は
所
謂
八
屋
祇
園
と
宇
島
祇
園
で
あ
る
。
前
述
の
よ
う
に
か
つ
て
は
松
江
に

も
祇
園
が
あ
り
、
さ
ら
に
は
合
河
で
も
一
時
祇
園
車
が
出
た
こ
と
が
あ
っ
た
。
合
河
の
須

佐
神
社
は
近
世
に
今
井
祇
園
で
有
名
な
須
佐
神
社
（
行
橋
市
）
か
ら
祇
園
社
を
勧
請
し
六

月
に
祇
園
祭
を
し
て
い
た
と
し
て
い
た
と
伝
え
ら
れ
、
最
後
に
祇
園
車
が
出
た
の
が
昭
和

三
〇
年
と
言
う
。
松
江
で
は
昭
和
四
九
年
頃
ま
で
祇
園
車
が
出
て
お
り
車
輪
の
老
朽
化
で

運
行
で
き
な
く
な
っ
た
も
の
の
、
今
で
も
御
旅
所
で
あ
る
畠
中
の
七
社
神
社
で
は
組
み
立

て
が
行
な
わ
れ
て
い
る
。
や
は
り
、
仕
掛
け
の
大
き
な
祭
礼
は
そ
れ
を
支
え
る
氏
子
組
織

と
資
金
力
が
必
要
で
、
祭
礼
の
伝
承
を
行
な
う
上
で
大
き
な
要
素
と
い
え
る
。 

さ
て
、
八
屋
祇
園
が
ど
の
よ
う
な
経
緯
で
成
立
し
た
か
そ
の
詳
細
は
不
明
で
あ
る
が
、

少
な
く
と
も
そ
の
祖
形
と
な
っ
た
の
は
中
津
祇
園
で
あ
る
こ
と
は
間
違
い
な
い
。
一
方
、

宇
島
祇
園
は
そ
の
成
立
が
明
ら
か
で
あ
る
が
、
こ
こ
で
も
中
津
祇
園
が
そ
の
発
展
に
大
き

な
影
響
を
与
え
て
い
る
。
そ
の
中
津
祇
園
の
起
源
は
古
く
、
闇
無
浜
神
社
の
前
身
で
あ
る

「
豊
日
別
宮
（
と
よ
ひ
わ
け
ぐ
う
）
」
の
祭
礼
に
始
ま
る
と
い
わ
れ
、
弘
安
六
年
（
一
二

八
三
）
に
は
す
で
に
そ
の
祖
形
が
見
ら
れ
る
と
も
言
わ
れ
る
。
そ
の
後
天
和
三
年
（
一
六

八
三
）
に
は
藩
主
小
笠
原
長
胤
が
京
都
か
ら
祇
園
車
を
取
り
寄
せ
、
さ
ら
に
宝
永
三
年
（
一

七
〇
六
）
に
は
山
車
が
登
場
し
て
下
祇
園
が
成
立
し
、
遅
れ
て
宝
暦
一
二
年
（
一
七
六
二
）

に
は
上
祇
園
も
整
い
中
津
祇
園
の
現
在
の
祭
礼
形
式
が
完
成
し
た
と
言
わ
れ
る
。
こ
の
間

享
保
年
間
（
一
七
二
〇
頃
）
に
は
「
祇
園
車
」
と
言
う
言
葉
も
記
録
に
見
え
始
め
、
中
津

祇
園
が
豊
前
地
域
の
代
表
的
な
祭
り
と
し
て
成
立
し
た
時
期
と
考
え
ら
れ
る
。
そ
の
エ
ネ

ル
ギ
ー
と
な
っ
た
の
は
時
の
藩
主
の
強
い
庇
護
と
中
津
商
人
の
財
力
で
、
都
市
型
祭
礼
成

立
の
一
つ
の
条
件
と
言
え
る
。
さ
て
、
中
津
型
祇
園
車
最
大
の
特
徴
は
「
折
屋
根
式
」
と

言
わ
れ
る
跳
ね
上
げ
式
の
屋
根
で
、
城
下
町
の
狭
い
路
地
を
巡
行
す
る
た
め
に
考
案
さ
れ

た
知
恵
と
言
わ
れ
、
他
に
あ
ま
り
例
を
見
な
い
構
造
で
あ
る
。
そ
の
分
布
は
旧
上
毛
、
下

毛
郡
の
周
防
灘
沿
岸
地
域
に
見
ら
れ
、
明
治
か
ら
昭
和
に
か
け
て
は
祇
園
車
の
新
造
に
と

も
な
い
遠
く
筑
豊
や
大
分
県
玖
珠
地
方
に
も
売
却
さ
れ
、
現
在
も
使
用
さ
れ
て
い
る
も
の

も
あ
る
。
八
屋
祇
園
や
宇
島
祇
園
に
も
中
津
か
ら
古
い
祇
園
車
を
購
入
し
た
記
録
が
あ
り
、

前
川
、
八
屋
、
魚
町
な
ど
で
使
用
さ
れ
た
と
い
う
。
中
に
は
逆
に
宇
島
の
車
が
中
津
の
新

浦
（
龍
王
町
）
に
売
却
さ
れ
た
例
も
あ
り
、
中
津
祇
園
と
八
屋
、
宇
島
祇
園
の
深
い
関
係

が
知
ら
れ
る
。
こ
う
し
た
歴
史
的
な
経
緯
を
見
る
と
、
八
屋
地
区
で
大
富
神
社
の
春
季
神

幸
祭
に
際
し
祇
園
車
が
出
る
よ
う
に
な
っ
た
の
は
少
な
く
と
も
一
八
世
紀
以
降
と
考
え

ら
れ
る
が
、
詳
細
に
つ
い
て
は
今
後
の
調
査
に
負
う
と
こ
ろ
が
大
き
い
。
た
だ
、
祇
園
祭

の
発
生
が
八
屋
、
宇
島
の
町
の
発
展
と
商
人
の
財
力
の
裏
付
け
な
し
に
成
し
得
な
か
っ
た

こ
と
は
事
実
で
、
そ
う
し
た
意
味
で
は
近
世
の
商
人
の
活
躍
が
そ
の
鍵
を
握
る
の
か
も
知

れ
な
い
。
そ
こ
で
注
目
さ
れ
る
の
は
宇
島
の
「
萬
屋
」
で
、
天
保
二
年
（
一
八
三
一
）
の

記
録
に
よ
れ
ば
小
倉
藩
の
財
政
困
窮
に
際
し
京
都
郡
行
事
村
（
現 

行
橋
市
）
の
「
飴
屋
」

と
と
も
に
壱
万
両
も
の
金
子
を
藩
の
た
め
に
用
立
て
た
こ
と
が
知
ら
れ
、
有
数
の
御
用
聞

商
人
と
し
て
の
地
位
を
築
い
て
い
た
こ
と
が
分
か
る
。
宇
島
祇
園
の
最
盛
期
に
は
一
二
台

の
山
車
が
あ
っ
た
と
言
わ
れ
る
の
も
、
こ
う
し
た
「
萬
屋
」
の
財
力
を
そ
の
背
景
に
考
え

沓川祇園（御神輿） 

三毛門祇園（傘鉾） 



る
べ
き
で
あ
ろ
う
。
い
ず
れ
に
せ
よ
、
こ
う
し
た
在
郷
町
の
発
展
と
と
も
に
祇
園
は
成
立

し
現
在
に
受
け
継
が
れ
た
も
の
で
あ
り
、
都
市
型
祭
礼
の
典
型
と
し
て
街
に
活
力
を
与
え

て
い
る
。 

         
                       

四
、
様
々
な
祭
り 

一
方
、
地
域
で
は
独
自
に
継
承
さ
れ
た
祭
も
存
在
す
る
。
修
験
の
山
と
し
て
有
名
な
求

菩
提
山
に
は
山
伏
に
よ
り
伝
承
さ
れ
て
き
た
豊
前
修
験
道
最
大
の
祭
礼
で
あ
る
「松
会
」
行
事

の
う
ち
、
田
行
事
と
し
て
「
お
田
植
祭
」
が
時
代
の
流
れ
に
翻
弄
さ
れ
な
が
ら
も
今
も
伝
承
さ

れ
て
い
る
。
言
う
ま
で
も
な
く
「
松
会
」
は
そ
の
年
の
五
穀
豊
穣
を
予
め
祝
う
予
祝
行
事
で
、
現

在
は
松
尾
山
、
桧
原
山
、
等
覚
寺
な
ど
に
伝
承
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
全
容
を
知
る
こ
と
の
で
き

る
資
料
と
し
て
は
英
彦
山
神
社
に
伝
え
ら
れ
る
「松
会
絵
巻
」が
知
ら
れ
、
そ
れ
に
よ
れ
ば
「神

幸
祭
」
「
田
行
事
」
「
幣
切
行
事
」
の
三
つ
で
構
成
さ
れ
る
。
こ
の
う
ち
、
求
菩
提
山
で
は
幣
切
り

神
事
は
完
全
に
欠
落
し
て
い
る
も
の
の
、
田
行
事
に
つ
い
て
は
ほ
と
ん
ど
が
伝
承
さ
れ
て
い
る
。

お
田
植
祭
は
一
般
に
「
田
楽
」
と
呼
ば
れ
る
伝
統
芸
能
で
、
日
本
で
は
神
楽
と
並
び
古
く
か
ら

各
地
に
伝
え
ら
れ
る
芸
能
で
あ
る
。
そ
れ
は
弥
生
時
代
以
来
の
日
本
の
農
耕
社
会
を
象
徴
す

る
も
の
で
、
日
本
人
の
神
に
対
す
る
祈
り
の
表
れ
で
も
あ
る
。
こ
う
し
た
農
耕
儀
礼
に
ま
つ
わ

る
も
の
は
他
に
も
見
る
こ
と
が
で
き
る
。
山
内
の
嘯
吹
八
幡
神
社
と
大
河
内
の
日
吉
神
社
に

伝
わ
る
「
山
人
走
り
」
神
事
は
、
春
に
農
耕
神
と
し
て
里
を
守
っ
た
神
が
秋
に
山
へ
と
帰

る
と
い
う
信
仰
に
よ
る
も
の
で
、
今
で
は
あ
ま
り
見
る
こ
と
の
出
来
な
い
貴
重
な
儀
礼
で

あ
る
。
た
だ
、
併
せ
て
嘯
吹
八
幡
神
社
の
成
立
に
関
わ
る
遷
宮
の
影
響
を
多
分
に
受
け
て

い
る
面
も
見
逃
せ
な
い
。
ま
た
、
正
月
の
火
の
儀
礼
と
し
て
各
地
で
行
な
わ
れ
る
「
ど
ん 

                  

山鉾（八屋；明治３８年） 

松江祇園車（昭和４９年頃） 

合河祇園車（昭和３０年頃） 

お田植祭り 

どんど焼き 



                 

ど
焼
き
」
は
一
般
的
に
知
ら
れ
る
が
、
畑
、
馬
場
の
地
域
で
行
な
わ
れ
る
「
ど
ん
ど
焼
」

は
他
に
あ
ま
り
例
を
見
な
い
も
の
で
興
味
深
い
。
す
な
わ
ち
、
通
常
見
る
よ
う
な
タ
ワ
ー

状
の
も
の
で
は
な
く
、
ど
ん
ど
小
屋
と
呼
ば
れ
る
藁
小
屋
に
古
い
注
連
縄
や
お
札
を
下
げ

て
そ
の
ま
ま
燃
や
す
と
い
う
珍
し
い
形
式
で
、
そ
の
謂
れ
は
不
明
で
あ
る
。
さ
ら
に
悪
霊

祓
の
神
事
で
あ
る
「
百
手
祭
」
は
広
く
西
日
本
で
見
ら
れ
る
も
の
で
あ
る
が
、
本
地
域
で

は
求
菩
提
山
の
鬼
伝
説
に
ま
つ
わ
る
神
事
と
し
て
受
け
継
が
れ
て
い
る
。
こ
う
し
た
祭
の

多
く
は
神
道
に
纏
わ
る
も
の
で
あ
る
が
、
そ
う
し
た
中
、
豊
前
市
内
で
比
較
的
多
く
の
場

所
で
行
な
わ
れ
て
い
る
仏
教
関
係
の
行
事
が
釈
迦
の
誕
生
を
祝
う
「
花
祭
り
」
で
あ
る
。

今
は
五
月
八
日
に
行
な
わ
れ
て
お
り
、
地
域
の
行
事
と
し
て
伝
承
さ
れ
て
い
る
。 

 

お
わ
り
に 

以
上
、
豊
前
市
内
に
伝
承
さ
れ
る
民
俗
芸
能
、
祭
礼
な
ど
に
つ
い
て
そ
の
概
要
を
述
べ

た
。
調
査
と
し
て
は
十
分
で
は
な
く
、
拙
速
な
イ
メ
ー
ジ
は
拭
え
な
い
が
そ
の
特
徴
の
一

端
は
明
ら
か
に
し
え
た
と
考
え
る
。 

祭
り
は
地
域
が
紡
ぐ
歴
史
な
の
か
も
し
れ
な
い
。
そ
し
て
、
そ
れ
を
支
え
る
の
は
そ
こ

に
住
む
人
々
で
あ
り
ま
た
、
そ
れ
を
懐
か
し
く
思
う
人
々
で
も
あ
る
と
思
う
。
時
代
の
流

れ
と
と
も
に
社
会
は
変
化
し
街
は
変
貌
を
遂
げ
る
が
、
そ
れ
は
良
く
も
悪
く
も
受
け
入
れ

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
宿
命
で
あ
る
。
大
切
な
こ
と
は
そ
れ
を
ど
う
咀
嚼
し
正
し
い
方
向
性

を
見
極
め
る
か
だ
と
思
う
。
そ
う
考
え
た
時
、
現
代
社
会
の
も
つ
課
題
、
す
な
わ
ち
地
域

の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
や
人
々
が
助
け
合
い
な
が
ら
暮
ら
す
社
会
の
構
築
と
い
っ
た

問
題
の
解
決
に
、
祭
り
が
果
た
す
可
能
性
を
見
る
こ
と
が
で
き
る
。
地
域
が
大
切
に
守
り

伝
承
し
て
き
た
祭
り
は
地
域
の
財
産
で
あ
り
、
そ
れ
を
い
か
に
こ
れ
か
ら
の
街
づ
く
り
に

生
か
し
て
ゆ
く
か
。
そ
し
て
そ
の
た
め
に
は
た
だ
の
「
騒
ぎ
」
で
は
な
く
、
一
人
ひ
と
り

が
そ
の
「
祭
り
」
の
意
味
を
考
え
、
「
祈
り
の
文
化
」
と
し
て
祭
り
を
理
解
し
、
大
切
に

受
け
継
い
で
ゆ
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
合
理
化
、
格
差
社
会
、
成
果
主
義
。
息
が
詰
ま

り
そ
う
な
現
代
社
会
で
あ
る
か
ら
こ
そ
、
ゆ
っ
く
り
、
心
豊
か
に
、
笑
顔
溢
れ
る
生
活
を

取
り
戻
し
た
い
と
思
う
。
日
常
の
喧
騒
を
忘
れ
た
特
別
な
空
間
。
そ
れ
が
祭
り
の
持
つ
魅

力
な
の
か
も
し
れ
な
い
。 
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